
第
七
十
回
節
分
祭
の
ご
案
内 

 

節
分
祭
に
は
、
災
厄
や
邪
気
を
払
い
、
福
を
呼
び
込
む
「
豆
ま
き
行
事
」
が
あ
り
ま
す
。 

古
来
こ
の
儀
式
は
、
「
追
儺
（
つ
い
な
）
」
「
鬼
や
ら
い
」
と
言
い
、
「
災
厄
・
邪
気
」
を
鬼
と
見
立
て
追
い
払
う
事
に
よ
り
、 

清
々
し
い
日
々
を
送
り
、
福
を
呼
び
込
む
と
い
う
行
事
で
す
。 

当
宮
で
は
、
崇
敬
者
ま
た
、
年
男･

年
女
の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
節
分
祭
の
「
豆
ま
き
行
事
」
を
執
り
行
い
ま
す
。 

何
卒
ご
賛
同
頂
き
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
令
和
六
年
十
二
月
吉
日 
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令
和
七
年
二
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時
集
合 

● 

参 
 

加 
 

費 
 

 

二
〇
、
〇
〇
〇
円
「
記
念
品
（
桝
・
福
豆
等
）
を
含
む
」 

● 

申

込

方

法 
 

 

令
和
七
年
一
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

※
銀
行
振
込
希
望
の
方
は
、
「 

三
井
住
友
銀
行 

横
浜
支
店
（
普
）
七
二
七
０
四
一
七 

（
宗
）
伊
勢
山
皇
大
神
宮 

」
に
お
振
込
み
下
さ
い
。  
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一
時 
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合 
(

伊
勢
山
皇
大
神
宮 
記
念
館
ロ
ビ
ー) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

裃

着

装 

午
後
二
時
～ 

 
 

 
 

 

集

合

写

真 

午
後
二
時
十
分
～ 

 
 

 

祭

典 

午
後
二
時
三
十
分
～ 

 
 

豆
ま
き
開
始 

 
 

 
 

 
 

午
後
三
時
～ 

 
 

 
 

 

豆
ま
き
終
了 

午
後
四
時
～ 

 
 

 
 

 

直

会 

節
分
祭
当
日
日
程 

 
 
 

※
雨
天
の
場
合
、
当
日
日
程
を
変
更
す
る
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

伊
勢
山
皇
大
神
宮  

宮
司 

伊
勢
山
皇
大
神
宮
責
任
役
員

 

節

分

会

会

長 

 

伊
勢
山
皇
大
神
宮
総
代 

崇

敬

会

会

長 

 

 

阿

久

津

 

裕

司 

藤

木

幸

夫 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
              

藤

木

幸

二 



 

節
分
祭
申
込
書 

 

備

考 

直

会 

裃

着

装 

ご

住

所 

会

社

名 

フ

リ

ガ

ナ 

お

名

前 

フ

リ

ガ

ナ 

 

参

 

加 
 

・ 
不

参

加 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｍ 
 

 
 

 
 

 
 

・ 
 

 
 

 

Ｌ 

     

役

職 

電

話

番

号 

  

 


